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１．再評価対象事業一覧表
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３．説明資料



事業評価項目一覧表事 業 名 社会資本整備総合交付金 事業主体 奈良県河川･道路名等 （一）櫛羅御所線 事業箇所 櫛羅評 価 項 目 及 び 評 価 内 容事業の目的及び必要性□目的・地域観光の活性化 ・走行性、安全性の向上□必要性・幅員狭小 ・歩道未整備 （Ｐ．４・５）事業策定の経緯□当時の状況・国道２４号から観光地葛城山への観光アクセスルートであるが、円滑な通行および安全面に課題を有している。□着手までの経緯・平成７年度事業着手 （Ｐ．３～６）事業の効果(費用対効果や施策的な効果など)□計画時の効果・幅員狭小区間の危険なすれ違い減少、歩行者の安全性向上□現時点の効果・Ｂ／Ｃ＝１．２ （Ｐ．４～６・８）事業の進捗状況(着手時からの社会経済情勢の変化、事業の問題点、克服度など)□進捗状況・事業進捗率：７７．９％ 用地買収率：９０．３％□執行の遅延及び原因・用地取得の難航 ・地図混乱 （Ｐ．６）事業進捗の見込み□進捗の対策・用地難航地の地権者が事業に協力姿勢となり、平成２４年度中の買収完了を目標に進める。□進捗の見込み・平成２７年度事業完了を目標 （Ｐ．６・９）事業の対策・用地買収を平成２４年度中に完了させ、文化財発掘調査、橋梁工事等を実施し、平成２７年度の事業完了を目標に進める。 （Ｐ．６・９）その他□関係機関等の意向地元（御所市）は事業に協力的。□関連事業の有無・無



（一）櫛羅御所線（櫛羅工区）

平 成 2 4 年 1 1 月

奈 良 県 土 木 部 道 路 建 設 課

平成24年度 第２回 奈良県公共事業評価監視委員会
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１１１１．．．．事業事業事業事業のののの目的目的目的目的とととと計画計画計画計画のののの概要概要概要概要１．事業の概要

（櫛羅地区）事業区間（バイパス）（一）櫛羅御所線
至五條市

御所IC

京奈和自動車道
至奈良市至香芝市

現道区間

◆事業箇所

◆事業概要

御
所
駅

近
鉄
御
所
駅 至吉野口駅

至高田駅至尺度駅
（一）櫛羅御所線

事業区間（バイパス）

L=0.84km

（櫛羅地区）（櫛羅地区）

現道区間

至香芝市
至五條市

整備済み

路線名

一般県道

櫛羅御所線

事業区間 御所市櫛羅

事業延長 0.84km

構造規格 第3種第3級

設計速度 40km/h

車 線 数 2車線

道路幅員 14.00ｍ

全体事業費 20.4億円

事業化年度 平成7年

14000

3500 3000500 3000 3500500

◆標準断面図
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◆地域観光の活性化

・ （一）櫛羅御所線は、国道24号、御所駅・近鉄御所駅から著

名な観光地葛城山へのアクセス道路である。

⇒バイパスの整備により、葛城山へのアクセス性が向上

⇒観光客の来訪・帰宅時の走りやすさ、安全性が向上

２．事業の背景と目的

＜著名な観光地葛城山へのアクセス＞

国道
24号

（主）御所香芝線
（一）櫛羅御所線葛城山

御所駅葛城山ﾛー ﾌ゚ ｳｪｲ
事業区間（バイパス）
現道区間

近鉄御所駅バイパス利用による走り

やすさ、安全性の向上

出典：御所市観光HP

＜葛城山＞

葛城山 自然ツツジ園（夏）
葛城山 自然ツツジ園（春）
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◆走行性・安全性の向上

２．事業の背景と目的

・現道は、幅員狭小区間であり、大型車すれ違い困難、歩道未

整備など、円滑な通行面及び安全面に課題を有している。

⇒バイパス整備により通過交通が転換し、現道の幅員狭小区間

の危険なすれ違いが減少

⇒バスや救急車両の走行性が向上

⇒歩行者の安全性が向上（通学路にも指定）

＜現道での歩行状況＞＜幅員が狭小な現道の状況＞
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３．事業の経過及び進捗

平成 ７年度 事業着手

平成 ８年度 用地買収着手

平成１２年度 工事着手

平成２３年度 用地買収難航の地権者が協力姿勢

平成２４年度 用地買収完了予定

◇用地買収 進捗率90.3％

◇事業全体 進捗率77.9％ ※平成24年9月現在

・平成７年度に事業着手

・ これまで、地籍整備に時間を要し、また、地権者が反対している

状況が続いていたが、事業に協力姿勢になったことから、平成２４

年度中の用地買収完了を目指す。
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３．事業の経過及び進捗

◆用地進捗状況

◆工事進捗状況

平成２３年度まで未買収用地
御
所
駅

国
道

24

号 至吉野口駅

至高田駅至尺土駅至香芝市

至五條市

（
主
）
御
所
香
芝
線

近
鉄
御
所
駅

（一）櫛羅御所線

平成２３年度まで平成２４年度実施平成２５年度～平成２７年度

御
所
駅

国
道

24

号 至吉野口駅

至高田駅至尺土駅
（一）櫛羅御所線

至香芝市

至五條市
（
主
）
御
所
香
芝
線

近
鉄
御
所
駅
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４．事業の費用対効果

◆費用便益分析結果

◆便益（Ｂ）の内訳

◆計画交通量と事業費

20億円事業費

6,000台/日計画交通量

Ｂ／Ｃ＝12.9残事業

Ｂ／Ｃ＝1.2事業全体

28億円

走行時間

短縮便益

0億円

走行経費

減少便益

0億円事業全体

交通事故

減少便益

注） B、Cは、評価時（平成24年度）の価値に換算している。
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５．今後の方針（案）

・コンクリート構造物のプレキャスト化（道路側溝に特殊円形水路

を使用） ⇒縮減額 23百万円

◆コスト縮減

・国道２４号から葛城山へのアクセスルートであり、地域観光の活

性化および交通安全の観点から早期整備が必要。

・残る未買収用地については、平成２４年度中の買収完了を目標

に進める。

⇒以上の視点から、事業継続が妥当と判断

◆方針（案）

・平成２４年度中に用地買収を完了し、概ね３年以内に文化財発

掘調査、橋梁工事および側道工事を実施し、平成２７年度の事

業完了を目指す。




